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ご注文・ご使用に際してのご承諾事項
平素は当社取り扱い製品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
さて、本資料により当社取り扱い製品をご注文・ご使用いただく際、見積書、契約書、カタログ、仕様書、取扱説明書

などに特記事項のない場合には、次の通りとさせていただきます。

1． 保証期間・保証範囲・保証の判定方法

1．1 保証期間
当社取扱製品の保証期間は、ご購入後またはご指定場所に納入後 1 年とさせていただきます。ただし、製造メーカにより別途保証期
間が定められている場合、メーカの保証期間にしたがいます。

1．2 保証範囲
上記保証期間中に当社側の責により故障が生じた場合は、納入した製品の代替品の提供または修理対応品の提供を製品の購入場所に
おいて無償で行います。ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。
①お客様の不適当な取扱い ならびに ご使用の場合

（カタログ、仕様書、取扱説明書などに記載されている条件、環境、注意事項などの不遵守）
②故障の原因が当社取扱製品以外の事由の場合
③当社 もしくは 当社が委託した者以外の改造 または 修理による場合
④当社取扱製品の本来の使い方以外で使用の場合
⑤不適切な運搬や設置および保守
⑥当社出荷当時の科学・技術水準で予見不可能であった場合
⑦その他、天災、災害、第三者による行為などで当社側の責にあらざる場合
　なお、ここでいう保証は、当社取扱製品単体の保証を意味するもので、当社は、当社取扱製品の故障により誘発されるお客さまの

損害につきましては、損害の如何を問わず一切の賠償責任を負わないものとします｡

1．3　保証の判定方法
①不具合が発生した場合には、貴社より当社にご連絡を頂き、製品を当社までお送りください。また、不具合発生時の状況、内容等

原因分析に必要な情報提供のご協力をお願いいたします。
②当社にて現物調査による原因調査を実施し、不具合が上記保証対象に該当するか否かを判断いたします。
③当社が、上記保証対象に該当すると判断した場合には、代替品（同一または同等の仕様を有するもの）を供給いたします。

2． 適合性の確認
お客様の機械・装置に対する当社取扱製品の適合性は、次の点を留意の上、お客様自身の責任でご確認ください。
①お客様の機械・装置などが適合すべき規制・規格 または 法規
②本資料に記載されているアプリケーション事例などは参考用ですのでご採用に際しては機器・装置の機能や安全性をご確認のうえご

使用ください。
③お客様の機械・装置の要求信頼性、要求安全性と当社製品の信頼性、安全性の適合
　当社は品質、信頼性の向上に努めていますが、一般に部品・機器は ある確率で故障が生じることは避けられません。当社製品の故

障により、結果として、お客様の機械・装置において、人身事故、火災事故、多大な損害の発生などを生じさせないよう、お客様の
機械・装置において、フールプルーフ設計、フェールセーフ設計、延焼対策設計、安全設計など行い、要求される信頼性、安全性
に適合できるようお願いいたします。

3． 用途と使用に関する注意制限事項
原子力管理区域（放射線管理区域）には一部の適用製品を除き使用しないでください。
また、次の用途に使用される場合は、事前に当社販売員までご相談の上、カタログ、仕様書、取扱説明書などの技術資料により詳細仕様、
使用上の注意事項などを確認いただくようお願いいたします。さらに、当社取扱製品が万が一、故障、不適合事象が生じた場合、お
客様の機械・装置において、フールプルーフ設計、フェールセーフ設計、延焼対策設計、その他保護・安全回路の設計 および 設置を
お客様の責任で実施することにより、信頼性・安全性の確保をお願いいたします。
①カタログ、仕様書、取扱説明書などの技術資料に記載のない条件、環境での使用
②特定の用途での使用
＊ 原子力・放射線関連設備

【原子力管理域外での使用の際】 
＊ 宇宙機器／海底機器
＊ 輸送機器
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【鉄道・航空・船舶・車両設備など】
＊ 防災・防犯機器
＊ 燃焼機器
＊ 電熱機器
＊ 娯楽設備
③電気、ガス、水道等の供給システム、大規模通信システム、交通・航空管制システムで高い信頼性が必要な設備
④公官庁 もしくは 各業界の規制に従う設備
⑤生命・身体や財産に影響を与える機械・装置

使用に関しては下記の内容をご理解の上実施してください。
⑥本製品を安全用途としてご使用される場合には、リスクアセスメントを実施の上、危険レベルに応じた対応の実施をお願いします。
⑦本製品が万一故障することにより、人命、身体、又は財産に重大な損害を与える恐れがある場合は、これを回避するために他の安全

センサを併用してください。

4． 長期ご使用における注意事項
一般的に製品を長期間使用されますと、電子部品を使用した製品やスイッチでは、絶縁不良や接触抵抗の増大による発熱などにより、
製品の発煙・発火、感電など製品自体の安全上の問題が発生する場合があります。

5． 更新の推奨
当社製品に使用しているリレーやスイッチなど機構部品には、開閉回数による磨耗寿命があります。また、電解コンデンサなどの電子
部品には使用環境・条件にもとづく経年劣化による寿命があります。当社製品のご使用に際しては、仕様書や取扱説明書などに記載の
リレーなどの開閉規定回数や、お客様の機械、装置の設計マージンのとり方や、使用条件・使用環境にも影響されます。

6． その他の注意事項
当社取扱製品をご使用するにあたり、品質・信頼性・安全性確保のため、当社取扱製品個々のカタログ、仕様書、取扱説明書などの
技術資料に規定されています仕様（条件・環境など）、注意事項、危険・警告・注意の記載をご理解のうえ厳守くださるようお願いいた
します。

7． 仕様の変更
本資料に記載の内容は、改善その他の事由により、予告なく変更することがありますので、予めご了承ください。お引き合い、仕様の
確認につきましては、当社本店・支店・営業所 または お近くの販売店までご確認くださるようお願いいたします。

8． 製品・部品の供給停止
製品は予告無く製造中止する場合がありますので、予めご了承ください。修理可能な製品については対応いたしますが修理部品が無く
なる等の理由でお受けできない場合があります。

9． サービスの範囲
当社取扱製品の価格には、技術者派遣等のサービス費用は含んでおりませんので、次の場合は、別途費用を申し受けます。
①取付け、調整、指導 および 試運転立会い
②保守・点検、調整 および 修理
③技術指導 および 技術教育
④お客様ご指定の条件による製品特殊試験 または 特殊検査
　なお、原子力管理区域（放射線管理区域）および被爆放射能が原子力管理区域レベル相当の場所においての上記のような役務の対

応はいたしません。

１０．ご使用になる前に
①製品をご使用される前に、取扱説明書の警告事項を注意深く読み、内容を理解してから作業してください。
②取扱説明書の指示、警告事項をしっかり守ってください。
③取扱説明書は、すぐに取り出せる所定の場所に大切に保管し、必要な都度再読してください。
④取扱説明書に記載のある『資格のある技術者が取り付けおよび電気接続を行う』の資格の意味合いは、電気に関する技術習得をし

た専門者であり、固有の資格ではありません。
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フォートレス社について

会社概要

英国フォートレス・インターロックス社は、お客様の人材と資産の保護のお手伝いをいたします。安全装置市場に 40 年以上の経験を持つ当
社は、作業員の怪我や機械設備の損害を防止して、安全な職場環境を整備するセーフティインターロックシステムを設計・製造しています。
危険が伴う機械設備へ安全に出入りできるよう確保するセーフティシステム分野で世界のけん引役であるフォートレス社の製品は、動作や
イベントが事前に決められたとおりに行われるよう確保して、安全な職場環境を確保します。

フォートレス社の製品は、発電、流通、製鋼、自動車、リサイクル、建築材、食品飲料、ロボットおよびパレタイザーなどの広範囲に渡る産業分野
で使用するのに最適な製品です。当社の様々なラインアップと豊富なインターロックの経験により、お客様に、あらゆる安全防護の用途に対
応できる独自の解決策を提供いたします。通常、当社の標準製品をカスタマイズして、お客様のニーズに合わせた製品を提供いたします。

amGardproシリーズは、モジュール式ゲートスイッチインタ
ーロック製品のなかで厳しい環境での使用に適した最高性能を
誇るラインアップです。

独自のモジュール設計により、選定が簡単なうえ、最大で SIL3
（EN/IEC 62061）、カ テ ゴ リ 4 お よ び PLe（ENISO 
13849-1）まで、実質的にあらゆる防護に対応できる総合的な
電子メカニカル式の解決方法を提供します。

mGardシリーズは、堅牢なモジュール式トラップキーインター
ロック製品のなかで厳しい環境での使用に適した最高性能を誇
るラインアップです。このトラップキー式インターロックは、危
険を伴う機械設備や工程をメカニカルに防護する実証済みの技
術で、最大で SIL3（EN/IEC 62061）、カテゴリ 4 および PLe

（ENISO 13849-1）までの用途に対応します。

事前に決められた手順に従いキーを解除して、トラップする（取
り外せないようにする）ため、「トラップキー」という名称が付い
ています。制御機構や電源を遮断しないと、キーを解除して、個別
のドアや複数のドアの内側に入ることはできません。
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tGardシリーズには、制御回路と安全回路が統合されていて、カ
スタマイズを標準とするフォートレス社の全く新しい製品です。

独自の設計により、セーフティインターロックスイッチ、トラップ
キーインターロックおよび機械制御ステーションを統合して構成
することも、この3つのなかのどれか1つを選定することもでき
ます。

tGardの構成要素は、金属製の本体に収容され、シンプルで堅牢
な安全システムを構築します。

amGardS40リーズは、316ステンレス鋼製のセーフティイン
ターロックスイッチです。このラインアップは、モジュール設計の
ため、以下のような多数の産業用途に適した広範囲に及ぶセーフ
ティインターロックスイッチを構成することができます。
　・ソレノイド式ロックセーフティスイッチ
　・非ソレノイド式トングスイッチ（すべて、機械制御装置を搭載
することも、搭載しないこともできます）
このラインアップは、IP69K の保護構造のハウジングに内蔵さ
れ、高温での高圧洗浄に適しており、10,000Nの保持力を有しま
す。したがって、機械および / または工程の安全が確保されるま
で、ガードドアを閉じたままにしておく必要がある環境には理想
的です。

amGardnctシリーズは、非接触技術を利用したセーフティスイ
ッチのラインアップです。

IP69Kのハウジングに内蔵された堅牢で、コード化されたこれら
の非接触式セーフティ近接スイッチは、長持ちし、位置ずれに対す
る耐性に優れ、実質的にメンテナンスの必要がなく、様々な産業に
おける防護用として最適です。

フォートレス社について
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コンセプト

シリーズは、モジュール式セーフティゲートスイッチインターロック製品のなかで厳しい環境での使用に適した最高性能を
誇るラインアップです。その独自のモジュール構造により、構成が簡単で、実質的にすべての安全防護の状況に対して、最大で SIL3（EN/IEC 
62061）、カテゴリ 4 および PLe（ENISO 13849-1）まで、電子メカニカル式に総合的に対応できます。

他に類を見ない設計コンセプトにより、amGardpro は、ソレノイド式および非ソレノイド式セーフティスイッチなど、完全に統合されたセー
フティインターロックのラインアップを提供します。また、キー制御モジュール、緊急解除機構、
冗長センサ、ロックアウト / タグアウトアウトおよびプッシュボタンなどの多数の追加オプ
ションや、機能強化のための緊急停止装置や表示ランプを完備することができます。このシリー
ズの堅牢な作りにより、安全、強度、信頼性が最も重要な様々な産業用途での使用に最適です。

amGardpro システムは、通常、防護システムに合わせて取り付けられるあらゆる備品に代わる
もので、ドアキャッチ、アクチュエータ、開閉装置、内部機構、違法アクセス防止装置やデッドロッ
クなどのキー機能を含む追加ハードウェアは必要ありません。こういった別売の機能を
amGardpro の構成に組み込むことができるため、現在の産業環境で使用できる最も柔軟性に富ん
だセーフティインターロックを構築できます。

アクチュエータ
ハンドルアクチュエータ

トングアクチュエータ
すべて 1 つに統合されたヘッドとハンドルアクチュエータ

スライドバー

ヘッドモジュール
ハンドルアクチュエータヘッドモジュール

トングアクチュエータヘッドモジュール
すべて 1 つに統合されたヘッドとハンドルユニット

パドロックアダプタ
フット（メカニカルロックの終端用）

アダプタ
セーフティキーアダプタ

アクセスキーアダプタ
エクストラクテッドキーアダプタ

内部解除機構アダプタ

電気スイッチ /ロック
セーフティスイッチ本体

ソレノイド制御式ロック本体
本体拡張ソレノイド制御式ロック本体

防爆スイッチ本体
フット（メカニカルロックの終端用）

AS- インターフェースバージョンのご用意もあります。
ヨーロッパ、カナダおよび北米で認証

オプションポッド
キースイッチオプションポッド

表示ランプオプションポッド
プッシュボタンオプションポッド

AS- インターフェースバージョンのご用意もあります。
ヨーロッパ、カナダおよび北米で認証
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コンセプト

技 術 仕 様

MA2M6SL411およびTA4T6SL411

ソレノイド制御式セーフティスイッチ本体（proLOK）には、2
つの異なる種類のヘッドを搭載できるため、中に入っても安全
が確保できるようになるまで、防護領域に入れないよう制限す
るドア / ハッチロック構成が可能です。

proAmハンドル ‒ MA proATトング ‒ TA

proAMヘッド ‒ M6 proATヘッド ‒ T6

proLOK ‒ SL

MA2M6ST401およびTA4T6ST401

セーフティスイッチ本体（proSTOP）には、2 つの異なる種類の
ヘッドを搭載できます。この選定では、機械を停止し、防護領域
や機械のある場所へ入るドア / ハッチの位置を検知するよう選
択できます。

proAmハンドル ‒ MA proATトング ‒ TA

proAMヘッド ‒ M6 proATヘッド ‒ T6

proSTOP ‒ ST

amGardproの技術仕様
ハウジング材質 BSEN12844の亜鉛合金およびステンレス鋼
塗装仕上げ 不働態化処理した基材に粉末ガラスをコーティング
保護構造 IP67
機械寿命 100万回以上
性能水準 PLe
B10d 5,000,000
周囲温度 -5℃～+40℃/60℃
スイッチの適合規格 DIN VDE 006パート206 & IEC 947-5-1
最大動作回数 1時間あたり7,200回
コネクタの種類 スプリング起動式防振架台

切り替え仕様
切り替え原理 強制開路（安全回路）
スイッチ回路電流 3A
最小スイッチ電流 5 VDCで1mA
最大切り替え電圧 最大230 VAC
使用負荷種別 AC 15またはDC13
スイッチ接点素子 4NC/2NO（proLOK）、2NC/1NO（proSTOP）
制御電圧 24 VAC/VDC、110 VAC、230 VAC
絶縁抵抗 20MΩ
絶縁電圧 2500 VAC
ソレノイドの電力定格 12W（公称24 VDCｎ電留= 500mA、疑似電流  = 350mA）
ソレノイド定格（負荷サイクル） 100%
ソレノイド電圧 24 VAC/DC、110 VACおよび230 VAC
ソレノイド電圧公差 公称電圧の90%から110%
ケーブルサイズ 26～14 AWG



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

規格適合

最適なインターロック

EU の機械設備に関する安全規格は、世界で最も厳しいとみなされ、IEC を通して世界各地で採用されています。フォートレス社は、設計段階
から最終的な納品までこれら各種規格に適合するよう注力しています。したがって、当社の製品またはシステムをお選びいただければ、設置す
る国を問わず、最新の機械設備に関する安全基準に適合できます。

当社の amGardpro のラインアップは、現在以下の ISO の「機械類の安全規格」に適合します。
・EN ISO 13849-1:2008 機械類の安全性 - 制御系統の安全関連部品
・EN ISO 14119:2013 機械類の安全性 ‒ ガードと共同するインタロック装置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‒ 設計及び選択のための原則
・BS EN 62061:2013 機械類の安全性－安全関連の電気・電子・プログラマブル電子制御システムの機能安全
・2006/42/EC 機械指令

産業用設計では、当社製品すべてについて、綿密な試験を実施しています。
さらに、amGardpro シリーズの装置はすべて、EN ISO 13849-1 2008（Cat.4 PLe）、
EN ISO 13849-2:2012 および EN ISO 14119:2013 との適合を確保するために、
第三者機関 TÜV SÜD 検査機関の評価を受けています。

機械類の安全性に関する規格の策定および理解は、フォートレス社（ひいては当社の取引先各社）の基本事項でもあるため、これら規格の変更
を策定し、監視する上で有益な様々な作業グループや委員会に参加しています。したがって、知見は当社のサービスの重要部分であり、当社の
国際チームには機能安全に関する専門家が何人か在籍しています。製品の選択、用途、規格への適合に関して、これら専門家がいつでもお客様
のご相談に応じます

1 段階動作の緊急用内部解除機構

ロックアウト /
タグアウトアウト機能

ティーチボックス

ソレノイドロック装置

停止要求

コンベヤ制御リスタート

緊急停止

アクセスキー
アダプタ

セーフティキー
アダプタ

エクストラクテッド
キーアダプタ

さらに高い水準の規格適合
・新規および今後施行される機械類の安全性に関する規格すべてに適合
・統合冗長センサソリューション（コード化オプション）
・ソレノイド式またはトラップキー式ロック機構を問わず、1段階動作の

緊急内部解除機構

強化された機械制御機能
・1つのユニットに統合されたプッシュボタン式制御機構
・1つの緊急停止を含む最大4つの点灯式プッシュボタン/ランプ/セレクタ

スイッチ
・1つの構成に最大10個のセーフティ/アクセスキー

強度の増強
・取り付けポイントのあるステンレス鋼製ヘッドにより、市販製品のなか

でトップの10KNの保持力
・すべての防振機能の標準化および強化
・耐候性の向上

適合　= 知見 +  理解 + 導入
　　　=  （規格の作業グループ） + （機能安全の専門家） + （製品/アプリケーション）

フォートレス社 - 最適なインターロック



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーションハイライト

当社の中核となる能力は、セーフティインターロックシステムおよび広範囲に及ぶ産業や用途で使用するのに最適な製品を設計することで
す。
当社の得意とする専門分野は、製造、電力、工程、運輸などです。
当社の amGardpro 製品の典型的な用途については、以下の事例をご覧ください。

amGardpro のアプリケーション事例１

この例では、ロボットが設置されている領域の防護が目的で、メカ
ニカルと電気両面の解決方法を合わせて提供しています。

１　NO2C6SKL12LL411L0WB00N
アクセス要求ボタンを押すと、機械制御システムにより機械また
は設備が停止します。

機械制御システムが制御するソレノイドにより、防護領域または
機械が入っても安全な状態（黄色のステータス LEDで表示）にな
るまでAのキーが解除されないように防止します。

ソレノイドが励磁すると、二重安全回路が遮断され、誤って再開
しないよう防止します。

これで、両方のセーフティキーAを解除できるようになり、ステ
ータス LEDが赤になって解除できることを知らせます。

２　TN2T6SKL11AKL11FTO
キーAを使用して、ドアロックのロックを解除して、セーフティ
キー B を取り外せます。防護領域内にこれらのキーを持ってい
けば、オペレータが内部に閉じ込められたり、誤って機械が再開
したりしないよう防止できます。

この必須の手順を逆に行うと、機械を安全に再開できます。

amGardpro のアプリケーション事例２

この事例では、危険が伴う領域を内部のティーチモード機能で安全
に保護しています。

１　TN2T6SL411BK21
ドアのポッドの 1 つからキーを外すと、惰性動作サイクルの最
後に機械が停止するよう選択されます。次に機械制御システムが
ソレノイドに励磁し、中に入ることができます。

オペレータは、危険を伴う領域にセーフティキーを持っていくた
め、機械の再開を防止できます。

２　BK01
防護領域内の単体のポッドにキーの 1 つを差し込むと、安全に
プログラミングを開始できます。

３　TI2T6SR411BK21
万が一オペレータが中に閉じ込められた場合、LOK の内部解除
機構オプションを使用して、防護領域の内側からドアのロックを
解除できます。ユニット背面のボタンを押すと、トングがアクチ
ュエータヘッドから解除され、ドアを内側から空けられます。こ
れで、両方の安全回路が遮断されるため、機械を再開するには手
動でリセットする必要があります。



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 自動車用ロボットセル

用途要件
ボディアンドホワイトは、板金部品が溶接されて、車両のボディとなる自動車の製造工程の一段階です。この工程は、セル内に設置されたロボ
ットが行います。各セルには、ピックアンドプレースの工程を行うか、スポット溶接を行う一連のロボットが設置されています。こういった機
械設備は、十分に防護され、インターロックされているため、機械設備の電源が遮断され、完全に停止するまで、オペレータおよび / または保守
要員は防護領域内に入ることはできません。ガードドアはセーフティゲートスイッチとインターロックされているため、すべての可動部品の
制御電源は、実際にガードドアが開く前に、遮断されます。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、MA4M7SKL 11AKL 
11LL416LOWBYON ソレノイド制御式セーフティゲート
スイッチで構成されています。

操作手順
オペレータが、白のプッシュボタンを押して、中に入れるよう
要請すると、ソレノイドが励磁して、proLOK 本体の黄色の
LED が点灯し、それぞれのロボットが完全に停止します。すべ
てのロボットが制御された形で停止したら、オペレータは、キ
ーを二次ロックに挿入して、回し、セーフティキーを解除しな
ければなりません。セーフティキーは、オペレータがセル内で
作業している間身に着けていなければなりません。セルに入る
前に、オペレータは、スイッチのヘッドに取り付けてあるロッ
クアウト / タグアウトアウト用留め具にパドロックを施錠し
なければなりません。

ロックアウト / タグアウトアウト操作により、ガードドアが閉
じてロックされないよう確保できるため、オペレータがセル内
で作業している間はロボットを再開できません。

ソレノイド制御式セーフティゲートスイッチ



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション レンガプレスシステム

用途要件
粘土製品工場のレンガプレス機を使用して、成形した粘土の大きな塊を押しつぶして、1 つ 1 つの成形されたレンガを作り、これを乾燥して
固め、硬い完成品を製造します。こういった機械設備は、十分に防護され、インターロックされているため、オペレータおよび / または保守要員
は、機械の電源が遮断されない限り中に入れません。インターロックはすべて、厳しい、埃のある環境で確実に作業を続けられるように、特殊な
設計となっています。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、以下で構成されています。
MA2M6ST401 - 左側ハンドル操作式セーフティスイッチ（ヒンジ付きドア用）
MA4M6ST401 ‒ 右側ハンドル操作式セーフティスイッチ（ヒンジ付きドア用）
TA2T6ST401 - 左側トング操作式セーフティスイッチ（スライドドア用）
TA4T6ST401 ‒ 右側トング操作式セーフティスイッチ（スライドドア用）

操作手順
保守要員は、こういった機械にすぐにアクセスする必要があるため、レンガプレス機にアクセスできる箇所には、ガードドアが開くとすぐに
機械が自動的に停止するセーフティスイッチが取り付けてあります。影響を受けるセーフティスイッチは赤の LED が点灯し、機械の電源
は、このアクセスできる箇所が閉じてロックされない限り、復旧しません。

トング操作式セーフティスイッチ ハンドル操作式セーフティスイッチ

（左側トング） （右側トング） （左側ハンドル） （右側ハンドル）



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、以下で構成されています。
MA2M6ST411 ‒ ソレノイド制御式セーフティスイッチ（左側ハンドル）
MA4M6ST411 ‒ ソレノイド制御式セーフティスイッチ（右側ハンドル）

操作手順
保守要員は、近くの制御パネルを使用して中に入る要求をします。制御パネルで、機械の電源を遮断し、機械を制御した形で停止させます。ソ
レノイドが励磁したら、オペレータは、ドアを措定の位置にロックしていたハンドルを動かして、機械のある場所へ入ることができます。ソ
レノイド制御式セーフティスイッチのヘッドにハンドルを再度取り付けて、ドアを閉じてロックしない限り、機械を再開することはできま
せん。

ソレノイド式セーフティゲートスイッチ

（左側ハンドル） （右側ハンドル）

用途要件
自動充填機は飲料製造工場で、製造されたばかりの飲料をビンに詰めるのに使用されます。国際食品安全規制に適合するために、こういった機械は
十分に防護され、インターロックされて、外部から異物が混入しないように防止します。ただし、保守要員は、機械に近づく必要があるため、出入り口
にはソレノイド制御式セーフティスイッチが取り付けてあり、機械の電源が遮断されない限り、出入りできないように確保されています。

当社の能力

アプリケーション 自動飲料充填機



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 自動揚げ物器のセル

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、以下で構成されています。
MA2M6SKL11SL411 ‒ ソレノイド制御式セーフティスイッチ（左側ハンドル）
MA4M6SKL11SL411 ‒ ソレノイド制御式セーフティスイッチ（右側ハンドル）

操作手順
保守要員は、自動揚げ物器への主要な出入り口まで続いている階段の隣にある近くの制御パネルを使用して中に入る要求を行います。機械
の電源が遮断され、制御された形で機械が停止すると、ソレノイドが励磁して、オペレータは、セーフティキーを回して、外し、ガードドアの
ロックを解除できるようになります。オペレータがセル内で作業している間このキーを身に着けていれば、ドアが閉じてロックされ、機械が
再開するのを確実に防止できます。

ソレノイド制御式セーフティゲートスイッチ

（左側ハンドル） （右側ハンドル）

用途要件
自動揚げ物器のセルは、消費者市場向けに、迅速かつ効率よくフレンチフライを大量生産するのに使用されます。ポテトを処理して、希望通りにフレ
ンチフライの形にカットし、自動揚げ物器のセルの中で大量のフレンチフライを 200℃の温度で調理します。セル全体がステンレス鋼のケースに覆
われているため、中に入る必要があるのは、次のバッチを調理する前のクリーニングの時だけです。こういった機械設備は、十分に防護され、インタ
ーロックされているため、セルの電源が遮断され、セル内の温度が安全な温度になるまで、オペレータはセルの中に入れません。



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション パレタイザー

用途要件
パレタイザーは、出荷準備のために、完成品の入ったケースをパレットに自動的に積み上げる機械です。パレタイザーは、ほぼすべての製造施
設で最も一般的に使用されています。

こういった機械設備は、十分に防護され、インターロックされているため、機械設備の電源が遮断されて、完全に停止するまで、オペレータおよ
び / または保守要員は防護領域内に入ることはできません。ガードドアはセーフティゲートスイッチとインターロックされているため、すべ
ての可動部品の制御電源は、実際にガードドアが開く前に、遮断されます。

重要項目
フォートレス社のソリューション
フォートレス社のソリューションは、
MA4M6EKL2LL411B000Nソレノイド制御式セーフティ
ゲートスイッチで構成されています。

操作手順
オペレータは、青のプッシュボタンを押して、中に入る要請を
行うと、ソレノイドが励磁して、proLOK本体の黄色の LEDが
点灯し、機械が完全に停止します。機械が制御された形で停止
したら、オペレータは、エクストラクテッドキーをロックから
外して、アクチュエータを外し、ガードドアのロックを解除し
なければなりません。オペレータが機械のある場所の内側で作
業している間、このキーを身に着けて、ガードドアが閉じてロ
ックされ、機械が再開しないよう確保しなければなりません。

ソレノイド制御式セーフティゲートスイッチ



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 梱包プレス機

用途要件
リサイクル工場の産業用梱包プレス機は、廃棄物を、積み上げて管理できる塊（梱包）に圧縮してから、再生可能な材料を再加工に回します。こ
ういった機械設備は、十分に防護され、インターロックされているため、機械設備の電源が遮断され、完全に停止するまで、オペレータおよび /
または保守要員は防護領域内に入ることはできません。ガードドアにはセーフティスイッチが取り付けてあるため、実際にガードドアが開く
前に、すべての可動部品の電源が遮断されます。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、S- パネルに取り付けたスイッチユニット MA2M1ST401- ハンドル操作式セーフティスイッチと
XM6 ‒ キー交換ユニット TAST6AKL21ST401 - トング操作式セーフティスイッチで構成されています。

操作手順
オペレータは、梱包プレス機の制御デスク上にある、「S」パネルに取り付けたスイッチユニットからキーを回して外して、機械の電源を遮断
します。次に、「XM6」キー交換ユニットにこのキーを挿入し込むと、5 つのキーが解除されます。この 5 つのキーを使用すると、梱包プレス
機の 5 ヶ所の出入り口のどれかに入れます。防護領域に入るために、オペレータが、キー交換ユニットから解除された 5 つのキーのどれか
を、セーフティゲートスイッチのアクセスロックに挿入すると、赤の LED が点灯し、ロック機構が解除され、ガードドアを開けられるように
なります。すべてのキーが元の位置に戻るまで、機械を再開できません。

パネルに取り付けたスイッチ

キー交換ユニット

ハンドル操作式セーフティスイッチ

トング操作式セーフティスイッチ



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 電気亜鉛めっきライン

用途要件
製鉄所の電気亜鉛めっきラインは、腐食を防止するために、電流を使用して亜鉛のコーティング層を加工処理した鉄鋼に塗布します。

電気亜鉛めっきラインには、色で明確に区別された圧延領域、緩衝領域と切断領域の3つの主要領域があります。各領域とも、十分に防護
され、インターロックされているため、機械設備の電源が遮断されるまで、オペレータおよび/または保守要員は中に入ることはできませ
ん。ガードドアにはセーフティスイッチが取り付けてあるため、実際にガードドアが開く前に、すべての可動部品の電源が遮断されます。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、以下で構成されていま
す。
SS1 - パネルに取り付けたソレノイド式スイッチユニット
XM8 - キー交換ユニット（領域 1）
XM7 - キー交換ユニット（領域 2）
XM4 - キー交換ユニット（領域 3）
TA1T6R2AKL11ST401- 内部解除機構搭載セーフティス
イッチ

操作手順
オペレータは、電気亜鉛めっきラインの制御室内に収納された
制御デスクにある、「SS1」パネルに取り付けたソレノイド式ス
イッチユニットから、必要なキーを回して、外し、生産ラインの
各領域への電源を遮断します。それぞれのキーを、該当するキ
ー交換ユニットに挿入すると、アクセスキーを解除できます。
このアクセスキーは、各領域内の様々な出入り口に取り付けて
ある個別のセーフティスイッチへ持っていけます。防護領域に
入るために、オペレータは、アクセスキーをセーフティスイッ
チに挿入し、ロック機構を解除する必要があります。これで、防
護領域のドアのロックをが解除され、防護領域に入れます。何
らかの理由で、万が一オペレータが内側に閉じ込められた場
合、オペレータは、セーフティスイッチのロック機構を無効化
して、機械の内側から退出できます。

パネルに取り付けたスイッチ

キー交換ユニット 内部解除機構搭載
セーフティスイッチ



（右側）

（右側）
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人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 金属板切断ライン

セーフティゲートスイッチ
ソレノイド制御式セーフティゲートスイッチ ソレノイド制御式セーフティスイッチ

用途要件
製鉄工場の金属板切断ラインは、金属板を特定用途向けの形状に切断するのに使用されます。切断工程には、上と下の 2 つの工具で剪断力を
加える工程が含まれます。金属板に加えられた力により、材料は、切断箇所で切断されて下に落ち、分離されます。こういった機械設備は、十分
に防護され、インターロックされているため、機械設備の電源がすべて遮断され、完全に停止するまで、オペレータおよび / または保守要員は
防護領域内に入ることはできません。即時に出入りができる特定の出入り口ドアにはセーフティスイッチが取り付けてあります。切断機が突
然停止して、加工している金属板が危険な状態になると、主要切断領域に入る必要が出てきます。ソレノイド式ゲートスイッチを取り付ける
と、機械が制御された形で停止するため、無駄な金属板が出ないように防止できます。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、以下で構成されています。
TA2T6ST401 - 左側トングのセーフティスイッチ（トング操作式）
TA4T6ST401 ‒ 右側トングのセーフティスイッチ（トング操作式）
TS2T6SL411 ‒ ソレノイド制御式セーフティスイッチ（スライドバー操作式）
TA2T6SL411 ‒ ソレノイド制御式セーフティスイッチ（トング操作式）

操作手順
すぐに出入りできる金属板切断ラインの一部に、オペレータが入る必要がある場合、オペレータは、ヘッド機構からアクチュエータを解除し
て、機械の電源を遮断し、ガードドアを開けます。ドアを開けると、セーフティスイッチ本体の赤の LED が点灯します。アクチュエータをセ
ーフティスイッチのヘッド機構に再度挿入して、ガードドアを閉じてロックするまで、影響を受ける機械部分への電源は復旧しません。

主要切断領域に入る必要がある場合、オペレータは、近くの制御パネルから中に入る要請を行うと、機械の電源が遮断され、機械が完全に停
止するとソレノイドが励磁します。これで、ソレノイド制御式セーフティスイッチの黄色の LED が点灯し、オペレータは、ヘッド機構からス
ライドバーを解除して、防護領域のドアを開けられます。



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 混合容器

用途要件
化学処理プラントの混合容器は、混合された化合物を入れて、最終製品を製造するのに使用されます。これらの容器は、外部からの異物混入に
より、混合容器内で起きている化学反応に影響が出ないよう確保するために密封してあります。ミキサーの内側には、化合物を混合するために
非常に速い速度で作動する一連の刃があります。したがって、こういった化学処理用の機械設備は十分なインターロック機能があり、機械の電
源が遮断され、処理される化合物を混合容器から取り出さない限り、クリーニングおよび / または保守要員が容器の中に入ることはできませ
ん。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、TA2T6X401 ‒ 防爆セ
ーフティスイッチで構成されています。

操作手順
オペレータは、近くの制御パネルを使用して電源を遮断し、混
合容器の中へ入ります。次に、容器のハッチドアを閉じた状態
に保持している密封用留め具すべてのねじを外す必要があり
ます。すべての留め具を取り外したら、オペレータは、ハンドル
を使用して、混合容器のハッチドアを開き、中に入ることがで
きます。ハッチドアを開けると、「TA2T6UX401」防爆セーフ
ティスイッチのロック機構からトングが解除されて、機械の電
源が復旧しないよう確保されます。

防爆セーフティスイッチ



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 紙圧延機

用途要件
製紙工場では、処理されたばかりの湿ったシートを熱して乾燥させるために、乾燥所で高温圧延ラインを使用します。こうして、繊維を密に圧
縮して、完成品を製造します。ただし、1 時間に数回、クリーニングと品質管理のために定期的に中に入る必要があります。こういった機械設備
は、十分に防護され、インターロックされていて、機械の電源が遮断されるまで、クリーニング、品質管理および / または保守要員が防護領域の
中に入れないように確保します。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、以下で構成されています。
C6SKL23LL411L0GB00N ‒ ソレノイド制御式セーフティス
イッチ（セーフティキーバンク搭載）
DMS2-CLSS-H - メカニカルドアロック

操作手順
オペレータは、「C6SKL23LL411L0GB00N」ソレノイド制御式
セーフティスイッチの緑のプッシュボタンを押して、中に入る要請
をします。これで、ソレノイドが励磁して、機械は制御された形で停
止します。機械が完全に停止したら、3 つのキーを解除して、紙圧延
領域に沿って設けられた 3 つの個別の出入り口それぞれを持って
いけます。この 3 つのキーを「DMS2」メカニカルドアロックに挿入
すると、ロック機構が解除され、防護領域に入り、追加セーフティキ
ーを解除できます。オペレータは、機械のある場所の中で作業を行っ
ている間はこのセーフティキーを身に着けておくことができます。
これで、ドアが閉じてロックされ、機械が再開できないように確保し
ます。

ソレノイド式セーフティスイッチ（キーバンク搭載）

ステンレス鋼製二重ドアロック



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

構　成

は、モジュール設計のため、特定の用途にピッタリと合った広範囲に及ぶ
セーフティゲートスイッチを選定できます。したがって、本製品を使用し

て、様々な機械の防護策を実現できます。必要に応じて、アクチュエータとヘッド機構を選
択し、キーモジュールおよび/または制御ユニット

を追加すればいいだけです。

アクチュエータ
およびヘッド

キーモジュール

一般的な選定

制御ユニット

ハンドル操作
ソレノイド式スイッチ

トング操作非
ソレノイド式スイッチ

ハンドル操作トング式スイッチ
（セーフティキー付き）

ハンドル操作ソレノイド式スイッチ
（プッシュボタン制御装置付き）
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の
ハ
ン
ド
ル
で
、す
べ
て
の
ロ
ッ
ク

機
構
が
無
効
化
さ
れ
、安
全
接
点
が
開
い
て
、

内
側
か
ら
脱
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
を
購
入
し
な
い
で
、ヘ
ッド

の
方
向
の
み
指
定
す
る
に
こ
れ
を
選
択
し
く

だ
さ
い
。

TN
と
同
じ
で
す
が
、メ
イ
ン
ユ
ニ
ット
が
ロ
ッ
ク

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、I
R
ノ
ブ
を
使
用
し
て
内

側
か
ら
ド
ア
を
開
け
閉
め
で
き
ま
す
。

5
3
.5

形
番

説
明

EH

pr
oH
an
dl
e（
赤
の
内
部
解
除

用
ハ
ン
ド
ル
は
、ユ
ニ
ット
が
ロ
ッ

ク
さ
れ
て
い
な
い
時
だ
け（
停
止

状
態
な
ど
）、
あ
る
い
は
pu
sh
IR

ユ
ニ
ット
と
併
用
し
た
時
だ
け
作

動
し
ま
す
）。

形
番

説
明

EF
pr
oH
an
dl
e、
内
部
ア
ク
セ
ス
用

ハ
ン
ド
ル
搭
載

ハ
ン
ド
ル
の
動
き
で
、ド
ア
が
閉
ま
っ
て
保
持
さ
れ
ま

す
。内
部
ア
ク
セ
ス
用
ハ
ン
ド
ル
を
使
用
す
れ
ば
、内

側
か
ら
ド
ア
を
開
閉
で
き
ま
す
。

pr
oH

in
ge

d 
ハ

ン
ド

ル
 

オ
プ

シ
ョ

ン

形
番

説
明

H
S1

pr
oH
in
ge
dハ
ン
ド
ル
 ‒
 p
ro
S
to
p

ユ
ニ
ッ
ト（
幅
4
0
m
m
）と
併
用
す
る

た
め
長
い
リ
ー
チ

小
半
径
の
ヒ
ン
ジ
付
き
ド
ア
[最
小
幅
2
5
0
m
m
]を

使
用
す
る
用
途
で
特
に
有
用
で
す
。

形
番

説
明

H
L1

pr
oH
in
ge
dハ
ン
ド
ル
 ―
 p
ro
Lo
k

ユ
ニ
ット
(幅
8
0
m
m
)と
併
用
す
る

た
め
長
い
リ
ー
チ

小
半
径
の
ヒ
ン
ジ
付
き
ド
ア
[最
小
幅
2
5
0
m
m
]を

使
用
す
る
用
途
で
特
に
有
用
で
す
。

3
4
.5

形
番

説
明

*S
A

S
lim
lin
eタ
ン
グ

‘
S
’ヘ
ッド
専
用
で
す
。

「
S

」ヘ
ッド

と
の

併
用

“
If 
yo
u 
se
le
ct
 

a 
S
lim
lin
e 

To
ng
ue
 S
A
, y
ou
 

m
us
t 
th
en
 

se
le
ct
 S
lim
lin
e 

H
ea
d 
S
6
 o
nl
y”pr
o i



手
順
２
：
ヘ
ッ
ド
方
向
の
選
択

アクチュエータ

形
番

ヘ
ッド
の
方
向

1
前
側

形
番

ヘ
ッド
の
方
向

2
左
側

形
番

ヘ
ッド
の
方
向

3
後
側

形
番

ヘ
ッド
の
方
向

4
右
側

pr
o i

手
順
1
で
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
を
選
択
し
て
い
な
く

て
も
、ヘ
ッド
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
ヘ
ッド
の
向
き
を
選
択
で

き
ま
す
。

pr
o i

手
順
1
で
EI
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
を
選
択
し
た
場
合
は
、

前
側
、後
側
、ヘ
ッド
方
向
の

オ
プ
シ
ョ
ン
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

23



手
順

3：
ヘ

ッ
ド

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

選
択

ヘッドモジュール

24

形
番

説
明

C
6

ヘ
ッド
な
し
で
ア
セ
ン
ブ
リ
を
終

端
し
ま
す
。

形
番

説
明

M
6

pr
oA
M
ヘ
ッド

形
番

説
明

M
7

ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト

付
き
の
pr
oA
M
ヘ
ッド

形
番

説
明

T
6

pr
oA
Tヘ
ッド

形
番

説
明

M
8

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ク
リ
ッ
プ
付
き
の

pr
oA
M
ヘ
ッド

形
番

説
明

T
8

A
TL
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ク
リ
ッ
プ
付

き
の
pr
oA
Tヘ
ッド

形
番

説
明

T
7

ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト

付
き
pr
oA
Tヘ
ッド

形
番

説
明

I6
pr
oI
R
ヘ
ッド
（
E
Iハ
ン
ド
ル
と
併
用
す
る

場
合
の
み
機
能
し
ま
す
）。

A
6

オ
ー
ト
リ
セ
ット
機
能
は
す
べ
て
1
つ
の
ヘ

ッド
に
統
合（
EI
ハ
ン
ド
ル
と
併
用
し
た
場

合
の
み
機
能
し
ま
す
）

pr
oC

ap
 オ

プ
シ

ョ
ン

pr
oA

M
ヘ

ッド
オ

プ
シ

ョ
ン

pr
oA

Tヘ
ッド

オ
プ

シ
ョ

ン
pr

oR
el

ea
se

IR
ハ

ン
ド

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

pr
o i

ヘ
ッド
モ
ジ
ュ
ー
ル
が

不
要
な
場
合
は
、形
番

の
欄
は
空
白
の
ま
ま
に

し
て
、手
順
4
 に
進
ん

で
く
だ
さ
い
。

組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

M
A
M
I

組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

M
A
M
I 組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

M
A
M
I

組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

TA
 

TS
TK
 

TM
TI
 

TG
TN
 

TF
EH
 

EN

組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

TA
 

TS
TK
 

TM
TI
 

TG
TN
 

TF
EH
 

EN

組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

TA
 

TS
TK
 

TM
TI
 

TG
TN
 

TF
EH
 

EN

組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

EI

pr
o i

選
択
し
た
ヘ
ッド

モ
ジ
ュ
ー
ル
が
、手

順
1
 で
選
択
し
た

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
と

併
用
し
た
場
合
に
機

能
す
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

Te
rm
in
at
es
 
as
se
m
bl
ie
s 
w
it
ho
ut
 

he
ad
s 

回
す
と
ド
ア
が
閉
じ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。ロ
ッ
ク

解
除
の
設
定（
pr
oS
T
O
P
装
置
な
ど
）に
最
適

で
す
。

ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
付
き
の
M
6
ヘ
ッ

ド
。こ
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
、ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
を

取
り
外
す
度
に
、所
定
の
位
置
に
ス
ラ
イ
ド
す
る

の
が
特
徴
で
す
。中
に
入
る
た
び
に
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
を
使
用
す
る
場
合
に
最
適
で
す
。

ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ク
リ
ッ
プ
付
き
の
M
6
 ヘ
ッド
。

中
に
入
る
度
に
ロ
ッ
ク
ア
ウ
し
な
い
場
合
に
最

適
で
す
。

頑
丈
で
、開
け
や
す
い
た
め
、a
m
G
ar
dp
ro
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
な
か
で
最
も
広
く
使
用
さ
れ

て
い
る
ヘ
ッド
で
す
。

ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ク
リ
ッ
プ
付
き
の
T
6
ヘ
ッ
ド
。

こ
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
、ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
を
取
り

外
す
度
に
、所
定
の
位
置
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
の
が

特
徴
で
す
。中
に
入
る
た
び
に
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を

使
用
す
る
場
合
に
最
適
で
す
。

ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ク
リ
ッ
プ
付
き
の
T6
 ヘ
ッド
。

中
に
ア
ク
セ
ス
入
る
度
に
ロ
ッ
ク
ア
ウ
し
な
い
場

合
に
最
適
で
す
。

形
番

説
明

I7
ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
付
き
の

pr
oI
R
ヘ
ッド
（
EI
ハ
ン
ド
ル
と
併
用
す
る

場
合
の
み
機
能
し
ま
す
）。

A
7

オ
ー
ト
リ
セ
ット
機
能
は
す
べ
て
1
つ
の
ヘ

ッド
に
統
合（
EI
ハ
ン
ド
ル
と
併
用
し
た
場

合
の
み
機
能
し
ま
す
）

ハ
ン
ド
ル
を
動
か
す
と
ド
ア
が
閉
じ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

赤
の
ハ
ン
ド
ル
で
、す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
機
構
が
無
効
化
さ

れ
、安
全
接
点
が
開
い
て
、解
除
機
能
が
作
動
し
、中
か
ら

出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ク
リ
ッ
プ
付
き
の
I6
ヘ
ッド
。こ
の
ロ
ッ
ク

ア
ウ
ト
は
、ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
を
取
り
外
す
度
に
、所
定
の

位
置
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
の
が
特
徴
で
す
。中
に
入
る
度
に
ロ

ッ
ク
ア
ウ
ト
を
使
用
す
る
場
合
に
最
適
で
す
。

組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

EI

形
番

説
明

S
6

P
ro
A
T 
S
lim
lin
eヘ
ッド

pr
oA

T 
S

lim
lin

eヘ
ッド

組
み
合
わ
せ
る

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

S
A

Lo
k用
H
L 
1
を
付
属
す
る
S
6
ヘ
ッド
は
、前
面

専
用
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

停
止
機
構
/セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ー
用
の
H
S
1
を
付

属
す
る
S
6
ヘ
ッド
は
、前
面
専
用
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

Lo
k/
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ー
用
の
S
A
*タ
ン
グ
を
付

属
す
る
S
6
ヘ
ッド
は
す
べ
て
の
面
で
使
用
で
き

ま
す
。



手
順

4：
P

us
hI

R
が

必
要

な
場

合

P
us
hI
R
を
使
用
す
る
と
、キ
ー
ま
た
は
ソ
レ
ノ
イ
ド
で
ユ
ニ
ット
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
て
も
、緊
急
退
避
が
可
能
に
な
り
ま
す
。E
Iハ
ン
ド
ル
と
Iヘ
ッド
を
す
で
に

指
定
し
て
い
る
場
合
は
、P
us
hI
R
は

不
要
で
す（
注
記：
プ
ル
リ
セ
ット
（
R
6
、R
7
、R
8
お
よ
び
R
9
）の
場
合
は
、シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
が
低
下
し
ま
す
）。

アダプタ

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
1

キ
ー
リ
セ
ット

（
最
大
パ
ネ
ル
厚
4
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
2

キ
ー
リ
セ
ット

（
最
大
パ
ネ
ル
厚
6
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
3

キ
ー
リ
セ
ット

（
最
大
パ
ネ
ル
厚
8
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
4

キ
ー
リ
セ
ット

（
可
変
長
 - 
8
0
m
m
～
1
m
ま
で
の
パ
ネ
ル
厚
に
対
応
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
6

プ
ル
リ
セ
ット

（
最
大
パ
ネ
ル
厚
4
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
7

プ
ル
リ
セ
ット

（
最
大
パ
ネ
ル
厚
6
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
8

プ
ル
リ
セ
ット

（
最
大
パ
ネ
ル
厚
8
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
9

プ
ル
リ
セ
ット

（
可
変
長
 - 
8
0
m
m
～
1
m
ま
で
の
パ
ネ
ル
厚
に
対
応
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
W

正
面
リ
セ
ット
、キ
ー
な
し（
最

大
パ
ネ
ル
厚
4
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
X

正
面
リ
セ
ット
、キ
ー
な
し（
最
大

パ
ネ
ル
厚
6
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
Y

正
面
リ
セ
ット
、キ
ー
な
し

（
最
大
パ
ネ
ル
厚
8
0
m
m
）

型
番

P
us

hI
R

 の
説

明

R
Z

正
面
リ
セ
ット
、キ
ー
な
し

（
可
変
長
 - 
8
0
m
m
～
1
m
ま
で
の
パ
ネ
ル
厚
に
対
応
）

pr
o i

P
us
hI
R
 が
不
要
な
場
合

は
、形
番
を
空
白
の
ま
ま
残

し
て
、手
順
 5
 に
進
ん
で
く

だ
さ
い
。

R
W
と
同
じ
で
す
が
、キ
ー
リ
セ
ット
に
よ
り
、す

べ
て
の
発
生
事
象
が
確
実
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

R
Xと
同
じ
で
す
が
、キ
ー
リ
セ
ット
に
よ
り
、す
べ

て
の
発
生
事
象
が
確
実
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

R
Yと
同
じ
で
す
が
、キ
ー
リ
セ
ット
に
よ
り
、す
べ
て
の

発
生
事
象
が
確
実
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

R
Zと
同
じ
で
す
が
、キ
ー
リ
セ
ット
に
よ
り
、す
べ
て
の
発
生
事
象
が
確
実
に

報
告
さ
れ
ま
す
。

R
W
と
同
じ
で
す
が
、プ
ル
リ
セ
ット
に
よ
り
、内

側
か
ら
ド
ア
を
再
度
ロ
ッ
ク
で
き
ま
す（
こ
れ
を

採
用
す
る
場
合
は
、十
分
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
実
施
し
て
、可
能
か
ど
う
か
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
）。

R
Xと
同
じ
で
す
が
、プ
ル
リ
セ
ット
に
よ
り
、内
側
か
ら

ド
ア
を
再
度
ロ
ッ
ク
で
き
ま
す（
こ
れ
を
採
用
す
る
場

合
は
、十
分
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、可

能
か
ど
う
か
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

R
Yと
同
じ
で
す
が
、プ
ル
リ
セ
ット
に
よ
り
、内
側
か
ら

ド
ア
を
再
度
ロ
ッ
ク
で
き
ま
す（
こ
れ
を
採
用
す
る
場
合

は
、十
分
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、可
能
か

ど
う
か
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

R
Zと
同
じ
で
す
が
、プ
ル
リ
セ
ット
に
よ
り
、内
側
か
ら
ド
ア
を
再
度
ロ
ッ
ク
で
き
ま
す

（
こ
れ
を
採
用
す
る
場
合
は
、十
分
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、可
能
か

ど
う
か
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
機
構
を
無
効
化
し
て
、安
全
接

点
を
開
き
、外
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
ロ
ッ
ク
を
解

除
し
ま
す
。押
す
だ
け
で
リ
セ
ット
で
き
る
た
め
、

再
開
が
簡
単
で
す
。4
0
m
m
ま
で
の
パ
ネ
ル
厚

に
最
適
で
す
。

す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
機
構
を
無
効
化
し
て
、安
全
接
点
を

開
き
、外
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
ま
す
。

押
す
だ
け
で
リ
セ
ット
で
き
る
た
め
、再
開
が
簡
単
で

す
。6
0
m
m
ま
で
の
パ
ネ
ル
厚
に
最
適
で
す
。

す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
機
構
を
無
効
化
し
て
、安
全
接
点
を

開
き
、外
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
ま
す
。

押
す
だ
け
で
リ
セ
ット
で
き
る
た
め
、再
開
が
簡
単
で

す
。8
0
m
m
ま
で
の
パ
ネ
ル
厚
に
最
適
で
す
。

す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
機
構
を
無
効
化
し
て
、安
全
接
点
を
開
き
、外
に
出
ら
れ
る
よ
う

に
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
ま
す
。押
す
だ
け
で
リ
セ
ット
で
き
る
た
め
、再
開
が
簡
単
で

す
。3
0
0
m
m
ま
で
の
パ
ネ
ル
厚
に
最
適
で
す
。
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手
順
5：
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
テ
ッ
ド
キ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
選
択

アダプタ

Pa
rt

 #

説
明

形
番

標
準
ロ
ッ
ク

L
ロ
ッ
ク
解
除
機
構（
P
us
hI
R
 ま
た
は
 E
I ハ
ン
ド
ル
お
よ
び
ヘ
ッ

ド
を
使
用
す
る
場
合
は
必
須
）

R

E
K

    C

LI
L 

&
 M

LI
L

        

CLI
S 

&
 M

LI
S      

                                                        

P
us
hI
R
 
ア
ダ
プ

タ
を
選
択
し
た
場
合

は
、ロ
ッ
ク
解
除
機

構
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

I6
/I
7
 を
選
択
し
た

場
合
は
、ロ
ッ
ク
解

除
機
構
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

or

pr
o i

エ
ク
ス
ト
ラ
ク
テ
ッド
キ

ー
ア
ダ
プ
タ
が
不
要
な
場

合
は
、形
番
を
空
白
の
ま
ま
に

し
て
お
い
て
、手
順
 6
 に
進

ん
で
く
だ
さ
い
。

説
明

詳
細

形
番

標
準
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
な
し
キ
ー
を
取
り
外
す
と
、オ
ペ
レ
ー
タ
が
キ
ー
を
持
っ
て

内
側
か
ら
戻
る
ま
で
、ド
ア
を
ロ
ッ
ク
で
き
ま
せ
ん
。エ

ク
ス
ト
ラ
ク
テ
ッ
ド
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、キ
ー
を
取
り
外
す

ま
で
ド
ア
が
開
き
ま
せ
ん
。

C
LI
N

1

標
準
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
EK
_1
 と
同
じ
で
す
が
、塵
埃
が
多
い
環
境
で
使
用
す

る
た
め
の
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
が
付
属
し
て
い
ま
す
。

C
LI
S

2

標
準
ロ
ッ
ク
、パ
ド
ロ
ッ
ク
で
施
錠

で
き
る
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
EK
_2
 と
同
じ
で
す
が
、施
錠
で
き
る
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
で

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
機
能
も
可
能
で
す
。

C
LI
L

3

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト

カ
バ
ー
な
し
EK
_1
 
と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
 
1
 

つ
の
キ
ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
で
き
ま
す

（
マ
ス
タ
ー
キ
ー
は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
）。

M
LI
N

6

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト

カ
バ
ー
付
き
EK
_2
 
と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
 
1
 

つ
の
キ
ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
で
き
ま
す

（
マ
ス
タ
ー
キ
ー
は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
）。

M
LI
S

7

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、パ
ド
ロ
ッ
ク
で

施
錠
可
能
な
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
EK
_3
 
と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
、1
 

つ
の
キ
ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
き
ま
す（

マ
ス
タ
ー
キ
ー
は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
）。

M
LI
L

8

    C

LI
N

 &
 M

LI

N
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手
順

6：
セ

ー
フ

テ
ィ

キ
ー

ア
ダ

プ
タ

の
選

択
アダプタ

Pa
rt

 # S
K

説
明

P
ar

t 
N

o.
標
準
ロ
ッ
ク

L
ロ
ッ
ク
解
除
機
構（
P
us
hI
R
 ま
た
は
 E
I ハ
ン
ド
ル

お
よ
び
ヘ
ッド
を
使
用
す
る
場
合
は
必
須
）

R

説
明

詳
細

形
番

標
準
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
な
し
キ
ー
を
取
り
外
す
と
、オ
ペ
レ
ー
タ
が
キ
ー
を
持
っ
て
内
側
か

ら
戻
る
ま
で
、ド
ア
を
ロ
ッ
ク
で
き
ま
せ
ん
。

C
LI
N

1

標
準
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
S
K
_1
 と
同
じ
で
す
が
、塵
埃
が
多
い
環
境
で
使
用
す
る
た
め

の
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
が
付
属
し
て
い
ま
す
。

C
LI
S

2

標
準
ロ
ッ
ク
、パ
ド
ロ
ッ
ク
で

施
錠
で
き
る
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
S
K
_２
と
同
じ
で
す
が
、施
錠
で
き
る
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
で
、ロ
ッ

ク
ア
ウ
ト
機
能
も
可
能
で
す
。

C
LI
L

3

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
な
し
S
K
_1
 と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
、1
 つ
の
キ

ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
き
ま
す（
マ
ス
タ
ー
キ
ー

は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

M
LI
N

6

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
S
K
_2
 と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
、1
 つ
の
キ

ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
き
ま
す（
マ
ス
タ
ー
キ
ー

は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

M
LI
S

7

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、パ
ド
ロ
ッ
ク
で

施
錠
可
能
な
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
S
K
_3
 と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
、1
 つ
の
キ

ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
き
ま
す（
マ
ス
タ
ー
キ
ー

は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

M
LI
L

8

説
明

形
番

必
要
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ッ
ク
ア
ダ
プ
タ
の
数

1
 - 

9

    C

LI
L 

&
 M

LI
L

        

CLI
S 

&
 M

LI
S      

                                                        

    C

LI
N

 &
 M

LI

N

pr
o i

セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ー
ア

ダ
プ
タ
が
不
要
な
場

合
は
、形
番
を
空
白

の
ま
ま
に
し
て
お
い

て
、手
順
7
 に
進
ん

で
く
だ
さ
い
。

エ
ク
ス
ト
ラ
ク
テ
ッド

ロ
ッ
ク
、セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ッ

ク
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
ロ
ッ
ク

を
1
 つ
の
設
定
で
使
用
す
る

場
合
、ト
ー
タ
ル
最
大
9
 個

ま
で
可
能
で
す
。pr

o i
P
us
hI
R
ア
ダ
プ
タ

を
選
択
し
た
場
合
は
、

ロ
ッ
ク
解
除
機
構
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

I6
/I
7
を
選
択
し
た

場
合
は
、ロ
ッ
ク
解
除

機
構
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

or
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手
順

7：
ア

ク
セ

ス
キ

ー
ア

ダ
プ

タ
の

選
択

アダプタ

Pa
rt

 # A
K

説
明

形
番

標
準
ロ
ッ
ク

L
ロ
ッ
ク
解
除
機
構（
P
us
hI
R
ま
た
は
EI
ハ
ン
ド
ル

お
よ
び
ヘ
ッド
を
使
用
す
る
場
合
は
必
須
）

R

説
明

詳
細

形
番

標
準
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
な
し
ア
ク
セ
ス
キ
ー
が
な
い
と
ド
ア
が
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
確
保

し
ま
す
。

C
LI
N

1

標
準
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
A
K
_1
と
同
じ
で
す
が
、塵
埃
が
多
い
環
境
で
使
用
す
る
た
め

の
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
が
付
属
し
て
い
ま
す
。

C
LI
S

2

標
準
ロ
ッ
ク
、パ
ド
ロ
ッ
ク
で
施
錠
で
き
る

ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
A
K
_２
と
同
じ
で
す
が
、施
錠
で
き
る
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
で
、ロ
ッ

ク
ア
ウ
ト
機
能
も
可
能
で
す
。

C
LI
L

3

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
な
し
A
K
_1
と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
、1
つ
の
キ

ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
き
ま
す（
マ
ス
タ
ー
キ
ー

は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

M
LI
N

6

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
A
K
_2
と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
、1
つ
の
キ

ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
き
ま
す（
マ
ス
タ
ー
キ
ー

は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

M
LI
S

7

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、パ
ド
ロ
ッ
ク
で

施
錠
可
能
な
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き
A
K
_3
と
同
じ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
よ
り
、1
つ
の
キ

ー
で
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
を
無
効
化
で
き
ま
す（
マ
ス
タ
ー
キ
ー

は
現
場
で
慎
重
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

M
LI
L

8

説
明

形
番

必
要
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ッ
ク
ア
ダ
プ
タ
の
数

1
 - 

9

    C

LI
L 

&
 M

LI
L

        

CLI
S 

&
 M

LI
S      

                                                        

    C

LI
N

 &
 M

LI

N

pr
o i

ア
ク
セ
ス
キ
ー
ア
ダ

プ
タ
が
不
要
な
場
合

は
、形
番
を
空
白
の

ま
ま
に
し
て
お
い

て
、手
順
8
 に
進
ん

で
く
だ
さ
い
。

エ
ク
ス
ト

ラ
ク
テ
ッ

ド
ロ
ッ
ク
、セ
ー
フ

テ
ィ
ロ
ッ
ク
お
よ
び

ア
ク
セ
ス
ロ
ッ
ク
を

1
 つ
の
設
定
で
使
用

す
る
場
合
、ト
ー
タ

ル
最
大
9
 個
ま
で
可

能
で
す
。

pr
o i

P
us
hI
R
ア
ダ
プ
タ

を
選
択
し
た
場
合

は
、ロ
ッ
ク
解
除
機

構
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

I6
/I
7
を
選
択
し
た

場
合
は
、ロ
ッ
ク
解

除
機
構
を
選
択
し
て

く
さ
い
。

or
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手
順

8：
電

気
ス

イ
ッ

チ
/ロ

ッ
ク

本
体

の
選

択

pr
oL

ok
 本

体

形
番

 
説

明
 

詳
細

S
L

Lo
k本
体
、短
尺

ソ
レ
ノ
イ
ド
制
御
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ス
イ
ッ
チ
。ロ
ッ
ク
解
除
の

信
号
が
送
信
さ
れ
る
ま
で
、ド

ア
を
ロ
ッ
ク
し
た
ま
ま
の
状
態

に
し
て
お
き
ま
す
。制
御
ボ
タ

ン
を
装
備
す
る
ス
ペ
ー
ス
の

用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

S
R

Lo
k本
体
、短
尺
。

解
除
機
能

（
P
u
s
h
IR
ま
た

は
E
Iハ
ン
ド
ル
お

よ
び
ヘ
ッ
ド
と
併

用
す
る
場
合
は
必

須
）。

S
L 
と
同
じ
で
す
が
、P
us
hI
R

ま
た
は
EI
 
ハ
ン
ド
ル
を
使
用

し
て
無
効
化
で
き
ま
す
。

S
E

Lo
k本
体
、短
尺
。

内
部
解
除
機
構
と

一
体
化

S
Lと
同
じ
で
す
が
、一
体
化
し

た
内
部
解
除
ボ
タ
ン
で
、ロ
ッ

ク
機
構
を
無
効
化
し
、安
全
接

点
を
開
き
ま
す（
キ
ー
ア
ダ
プ

タ
、E
Iま
た
は
P
us
hI
R
で
は

作
動
し
ま
せ
ん
）。

形
番

 
説

明
 

詳
細

LL
Lo
k本
体
、長
尺

ソ
レ
ノ
イ
ド
制
御
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ス
イ
ッ
チ
。

ロ
ッ
ク
解
除
の
信
号

が
送
信
さ
れ
る
ま
で
、

ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
た
ま

ま
の
状
態
に
し
て
お
き

ま
す
。制
御
ボ
タ
ン
用

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

LR
L
o
k
本
体
、
長

尺
。
解
除
機
能

（
P
u
s
h
IR
ま
た

は
E
Iハ
ン
ド
ル
お

よ
び
ヘ
ッ
ド
と
併

用
す
る
場
合
は
必

須
）。

L
L
と
同
じ
で
す

が
、P
us
hI
R
ま
た
は

E
Iハ
ン
ド
ル
を
使
用
し

て
無
効
化
で
き
ま
す
。

LE
Lo
k本
体
、長
尺
。

内
部
解
除
機
構
と

一
体
化

LL
と
同
じ
で
す
が
、一

体
化
し
た
内
部
解
除

ボ
タ
ン
で
、ロ
ッ
ク
機

構
を
無
効
化
し
、安
全

接
点
を
開
き
ま
す（
キ

ー
ア
ダ
プ
タ
、E
Iま
た

は
P
us
hI
R
で
は
作
動

し
ま
せ
ん
）。

pr
oS

to
p 

本
体

pr
oL

ok
+

 本
体

形
番

 
説

明
 

詳
細

S
T

S
to
p 
本
体

セ
ー
フ
テ
ィ
ス
イ

ッ
チ

pr
oS

to
pE

X
/U

X
 本

体

形
番

 
説

明
 

詳
細

EX
E
U
防
爆
対
応

S
to
p本
体

防
爆
環
境
に
適
し

た
E
U
認
定
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ス
イ
ッ
チ

U
X

U
S
防
爆
対
応

S
to
p本
体

防
爆
環
境
に
適
し

た
米
国
認
定
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ス
イ
ッ
チ

pr
oS

to
p 

フ
ット

形
番

 
説

明
 

詳
細

FT

ス
イ
ッ
チ
以
外

の
設
定
を
終
端

し
ま
す
。

ス
イ
ッ
チ
以

外
の
設
定
を

終
端
し
ま
す

（
P
u
s
h
IR

ま
た
は
E
Iハ

ン
ド
ル
付
き

ユ
ニ
ッ
ト
で

の
使
用
に
は

不
適
切
で

す
）。

電
気
ス
イ
ッ
チ
/ロ
ッ
ク

本
体
が
不
要
な
場
合

は
、形
番
を
空
白
の
ま

ま
残
し
て
、手
順
1
0
 へ

進
ん
で
く
だ
さ
い
。pr

o i

P
us
hI
R
ア
ダ
プ
タ
を

選
択
し
た
場
合
は
、ロ

ッ
ク
解
除
機
構
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

I6
/I
7
を
選
択
し
た
場

合
は
、ロ
ッ
ク
解
除

機
構
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

or

S
E

LE

S
L

LL

29
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手
順

9：
電

気
ス

イ
ッ

チ
/ロ

ッ
ク

本
体

オ
プ

シ
ョ

ン
の

選
択

Pa
rt

 #

電
圧

オ
プ

シ
ョ

ン
形

番

通
電
な
し（
フ
ット
な
ど
）

0
1
1
0
v

1
2
3
0
v

2
2
4
v

4
1
0
0
v

5
4
8
v

7
A
si

8
1
1
0
V
 の
ソ
レ
ノ
イ
ド
 /
 2
4
V
 の
制
御（
LO
K
 の
み
）

S
1
1
0
V
 の
制
御
 /
 2
4
V
 の
ソ
レ
ノ
イ
ド（
LO
K
 の
み
）

C

オ
ー

バ
ー

ラ
イ

ド（
無

効
化

）オ
プ

シ
ョ

ン
 

形
番

S
to
p/
EX
P
/U
X
P

0
P
TU
 ‒
 キ
ー
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
 

1
P
TU
 - 
ノ
ブ
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
 

2
P
TU
 ‒
 ね
じ
回
し
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド

3
PT
L (
パワ
ーt
o ロ
ック
)（2
4V
、1
10
V 
およ
び 
AS
i の
み）
 

6

そ
の

他
の

 P
C

B
 オ

プ
シ

ョ
ン

pr
oB

od
y 

タ
イ

プ
形

番

標
準
お
よ
び
ソ
ー
ス

す
べ
て

1
標
準
お
よ
び
シ
ン
ク

S
T 
の
み

2
標
準
お
よ
び
ソ
ー
ス（
3
 つ
の
 N
C
）

S
T 
の
み

2
標
準
お
よ
び
ソ
ー
ス（
黄
色
と
緑
色
の
 L
ED
）
S
L、
S
R
、L
Lお
よ
び
LR
の
み

4
監
視
さ
れ
て
い
な
い
ソ
レ
ノ
イ
ド
お
よ
び
ソ
ー
ス

S
L、
S
R
、L
Lお
よ
び
LR
の
み

6
監
視
さ
れ
て
い
な
い
ソ
レ
ノ
イ
ド
お
よ
び
ソ
ー
ス

(黄
色
と
緑
色
の
LE
D
)
S
L、
S
R
、L
Lお
よ
び
LR
の
み

7

ソ
レ
ノ
イ
ド
お
よ
び
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
用
の
連
動

し
な
い
安
全
制
御

S
L、
S
R
、L
L、
LR
、S
E

お
よ
び
LE
の
み

8

pr
o i

弊
社
の
9
9
%
の

お
客
様
が
こ
れ
を

注
文
し
ま
す
。
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手
順

10
：

別
売

の
オ

プ
シ

ョ
ン

ポ
ッ

ド
ま

た
は

pr
oL

ok
+

本
体

の
オ

プ
シ

ョ
ン

の
選

択
オプションポッド

選
択

す
る

ユ
ニ

ット

ポッドタイプ

端子　OR OD

AS-i

ポ
ッド
ケ
ー
ス
の
上
に

穴
の
な
い
標
準
の
独
立

型
ポ
ッド
（
独
立
型
ユ

ニ
ット
）

B
0

5

pr
oS
to
p本
体
に
取
り

付
け
る
ポ
ッド
ケ
ー

ス
の
上
に
穴
が
1ヶ

所
あ
る
ポ
ッド

B
1

6

P
ro
LO
K
本
体
に
取
り

付
け
る
ポ
ッド
ケ
ー

ス
の
上
に
穴
が
2ヶ

所
あ
る
ポ
ッド

B
2

7

pr
oL
ok
+
本
体
の

ス
イ
ッ
チ
情
報

L
0

5

形
番

プ
ッ

シ
ュ

ボ
タ

ン
/ラ

ン
プ

オ
プ

シ
ョ

ン
 –

 2
4

V
の

み

0
空
白

1
赤
色
の
ラ
ン
プ

2
黄
色
の
ラ
ン
プ

3
緑
色
の
ラ
ン
プ

6
青
色
の
ラ
ン
プ

7
白
色
の
ラ
ン
プ

E
E-
S
to
p（
ね
じ
っ
て
リ
セ
ット
）

H
E-
S
to
p（
追
加
監
視
用
接
点
、ね
じ
っ
て
リ
セ
ット
）

P
E-
S
to
p（
プ
ル
リ
セ
ット
）

U
E-
S
to
p（
点
灯
式
、ね
じ
っ
て
リ
セ
ット
）

L*
ラ
ッ
チ
セ
レ
ク
タ
ス
イ
ッ
チ（
点
灯
式
）

M
*

瞬
時
セ
レ
ク
タ
ス
イ
ッ
チ（
点
灯
式
）

A
*

ラ
ッ
チ
キ
ー
ス
イ
ッ
チ（
9
0
°）

R
赤
色
の
点
灯
式
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
、ラ
ッ
チ
な
し

Y
黄
色
の
点
灯
式
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
、ラ
ッ
チ
な
し

G
緑
色
の
点
灯
式
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
、ラ
ッ
チ
な
し

B
青
色
の
点
灯
式
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
、ラ
ッ
チ
な
し

W
白
色
の
点
灯
式
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
、ラ
ッ
チ
な
し

K
黒
色
の
非
点
灯
式
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
、ラ
ッ
チ
な
し

左上

右下

左下

右上

形
番

セ
ン

サ
 –

 2
4

V
の

み

N
追
加
ス
イ
ッ
チ
不
要

C
コ
ー
ド
化
マ
グ
ネ
ット
 - 
左
側（
ヘ
ッド

の
方
向
に
つ
い
て
は
手
順
2
参
照
）

D
コ
ー
ド
化
マ
グ
ネ
ット
 ‒
 右
側（
ヘ
ッ

ド
の
方
向
に
つ
い
て
は
手
順
2
参
照
）

S
R
FI
D
 - 
左
側（
ヘ
ッド
の
方
向
に
つ
い

て
は
手
順
2
参
照
）

T
R
FI
D
 ‒
 右
側（
ヘ
ッド
の
方
向
に
つ
い

て
は
手
順
2
参
照
）

別
売
の
オ
プ
シ
ョ
ン
ポ
ッド

pr
oL
ok
+
本
体
、

穴
の
位
置
は
4
箇
所

To
p 

Le
ft

To
p 

R
ig

ht

B
ot

to
m

Le
ft

B
ot

to
m

 
R

ig
ht

To
p 

Le
ft

To
p 

R
ig

ht

B
ot

to
m

Le
ft

B
ot

to
m

 

R
ig

ht

オ
プ
シ
ョ
ン
ポ
ッド
ま

た
は
Lo
k 
本
体
、長

尺
が
不
要
な
場
合
は
、

形
番
は
空
白
の
ま
ま
に

し
て
、手
順
1
1
 へ
進

ん
で
く
だ
さ
い
。pr

o i

P
ro
lo
k+
本
体

（
穴
の
位
置
2
箇
所
）

To
p 

Le
ft

To
p 

R
ig

ht

注
文
す
る
プ
ッ
シ

ュ
ボ

タ
ン
が
1
 つ
か
2
つ

の
場
合
、注
文
は
お
受

け
し
ま
す
が
、ボ
タ
ン

は
左
上
と
右
上
の
位
置

と
な
り
ま
す
。

pr
o i

L、
M
 お
よ
び
A
 オ
プ

シ
ョ
ン
は
、右
上
ま
た

は
左
下
の
位
置
に
し
か

取
り
付
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

pr
o i

31



手
順
11
：
キ
ー
ス
イ
ッ
チ
オ
プ
シ
ョ
ン
ポ
ッ
ド
が
必
要
な
場
合

オプションポッド

Pa
rt

 #
B

K

    C

LI
L 

&
 M

LI
L

        

CLI
S 

&
 M

LI
S      

                                                        

    C

LI
N

 &
 M

LI

N

選
択
す
る
ユ
ニ
ット

形
番

ポ
ッド
ケ
ー
ス
の
上
に
穴
の

な
い
標
準
の
独
立
型
ポ
ッド

（
独
立
型
ユ
ニ
ット
）

0

pr
oS
to
p本
体
に
取
り
付

け
る
ポ
ッド
ケ
ー
ス
の
上
に
穴
が
1

ヶ
所
あ
る
ポ
ッド

1

P
ro
LO
K
本
体
に
取
り
付
け

る
ポ
ッド
ケ
ー
ス
の
上
に
穴

が
2ヶ
所
あ
る
ポ
ッド

2

キ
ー
ス
イ
ッ
チ
オ
プ

シ
ョ
ン
ポ
ッド
が
不

要
な
場
合
は
、形
番

は
空
白
の
ま
ま
に
し

て
、手
順
1
2
 へ
進

ん
で
く
だ
さ
い
。pr

o i

キ
ー
を
外
す
と
、

安
全
定
格
の
ス
イ
ッ
チ

一
式
が
作
動
し
ま
す
。

一
般
的
な
用
途：
機
械
の
停

止
を
要
請
す
る
場
合
、テ
ィ

ー
チ
モ
ー
ド
を
有
効
に
す
る

場
合
お
よ
び
誤
っ
て
再
開

し
な
い
よ
う
に
防
止
す

る
場
合
な
ど

pr
o i
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説
明

形
番

C
LI
N
 
標
準
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
な
し

1
C
LI
S

標
準
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き

2
C
LI
L

標
準
ロ
ッ
ク
、パ
ド
ロ
ッ
ク
で
施
錠
で
き
る
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き

3
M
LI
N

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
な
し

6
M
LI
S

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き

7
M
LI
L

マ
ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
、パ
ド
ロ
ッ
ク
で
施
錠
可
能
な
ダ
ス
ト
カ
バ
ー
付
き

8



手
順
12
：
ク
イ
ッ
ク
デ
ィ
ス
コ
ネ
ク
ト
・コ
ネ
ク
タ
オ
プ
シ
ョ
ン

ク
イ
ッ
ク
デ
ィ
ス
コ
ネ
ク
ト
・
コ
ネ
ク
タ
オ
プ
シ
ョ
ン

D
1

D
2

D
3

D
6

D
7

D
8

D
9

E3
E4

F2

ピ
ン
数

5
ピ
ン
数

1
2

ピ
ン
数

8
ピ
ン
数

1
4

ピ
ン
数

1
0

ピ
ン
数

1
2

ピ
ン
数

1
2

ピ
ン
数

1
0

ピ
ン
数

1
9

ピ
ン
数

1
9

最
大
電
圧

3
0
0
v
最
大
電
圧

3
0
0
v
最
大
電
圧

6
0
v

最
大
電
圧

3
0
v

最
大
電
圧

6
0
v

最
大
電
圧

6
0
v

最
大
電
圧

3
0
0
v

最
大
電
圧

3
0
0
v
最
大
電
圧

3
0
0
v

最
大
電
圧

3
0
0
v

コ
ネ
ク
タ

M
1
2

コ
ネ
ク
タ

U
N
2

コ
ネ
ク
タ

M
1
2

コ
ネ
ク
タ

M
1
6

コ
ネ
ク
タ

M
1
2

コ
ネ
ク
タ

M
1
2

コ
ネ
ク
タ

M
2
3

コ
ネ
ク
タ

U
N
2

コ
ネ
ク
タ

U
N
2

コ
ネ
ク
タ

M
2
3

1
茶
色

1
橙
色

1
白
色

A
茶
色

1
白
色

1
白
色

1
茶
色

1
橙
色

1
紫
色

1
紫
色

2
白
色

2
青
色

2
茶
色

C
赤
色
/青
色

2
茶
色

2
茶
色

2
茶
色
/白
色

2
青
色

2
赤
色

2
赤
色

3
青
色

3
白
色
/黒
色

3
緑
色

E
黒
色

3
緑
色

3
緑
色

3
青
色

3
白
色
/黒
色

3
灰
色

3
灰
色

4
黒
色

4
赤
色
/黒
色

4
黄
色

G
ピ
ン
ク

4
黄
色

4
黄
色

4
白
色

4
赤
色
/黒
色

4
赤
色
/青
色

4
赤
色
/青
色

5
灰
色

5
緑
色
/黒
色

5
灰
色

J
緑
色

5
灰
色

5
灰
色

5
緑
色

5
緑
色
/黒
色

5
青
色

5
緑
色

6
橙
色
/黒
色

6
ピ
ン
ク

L
青
色

6
ピ
ン
ク

6
ピ
ン
ク

6
黄
色

6
橙
色
/黒
色

6
緑
色

6
青
色

7
青
色
/黒
色

7
青
色

M
橙
色

7
青
色

7
青
色

7
灰
色

7
赤
色

7
茶
色

7
灰
色
/ピ
ン
ク

8
黒
色
/白
色

8
赤
色

N
灰
色
/茶
色

8
赤
色

8
赤
色

8
ピ
ン
ク

8
緑
色
/黄
色

8
白
色
/緑
色

8
白
色
/緑
色

9
緑
色
/黄
色

O
紫
色

9
橙
色

9
橙
色

9
赤
色

9
黒
色

9
白
色
/黄
色

9
白
色
/黄
色

1
0

赤
色

P
赤
色

1
0

黄
褐
色

1
0

黄
褐
色

1
0
黒
色

1
0

白
色

1
0
白
色
/灰
色

1
0
白
色
/灰
色

1
1

白
色

R
白
色

1
1

黒
色

1
1
紫
色

1
1
黒
色

1
1
黒
色

1
2

黒
色

S
灰
色

1
2

紫
色

1
2
緑
色
/黄
色

1
2
緑
色
/黄
色

1
2
緑
色
/黄
色

T
黄
色

1
3
黄
色
/茶
色

1
3
黄
色
/茶
色

U
黄
褐
色

1
4
茶
色
/緑
色

1
4
茶
色
/緑
色

1
5
白
色

1
5
白
色

1
6
黄
色

1
6
黄
色

1
7
ピ
ン
ク

1
7
ピ
ン
ク

1
8
灰
色
/茶
色

1
8
灰
色
/茶
色

1
9
灰
色
/ピ
ン
ク

1
9
B
ro
w
n

33



ク
イ

ッ
ク

デ
ィ

ス
コ

ネ
ク

ト
・

コ
ネ

ク
タ

オ
プ

シ
ョ

ン
D
1

D
2

D
3

D
6

D
7

D
8

D
9

E3
E4

F2

ピ
ン
数

5
ピ
ン
数

1
2

ピ
ン
数

8
ピ
ン
数

1
4

ピ
ン
数

1
0

ピ
ン
数

1
2

ピ
ン
数

1
2

ピ
ン
数

1
0

ピ
ン
数

1
9

ピ
ン
数

1
9

最
大
電
圧

3
0
0
v
最
大
電
圧

3
0
0
v
最
大
電
圧

6
0
v

最
大
電
圧

3
0
v

最
大
電
圧

6
0
v

最
大
電
圧

6
0
v

最
大
電
圧

3
0
0
v

最
大
電
圧

3
0
0
v
最
大
電
圧

3
0
0
v

最
大
電
圧

3
0
0
v

コ
ネ
ク
タ

M
1
2

コ
ネ
ク
タ

U
N
2

コ
ネ
ク
タ

M
1
2

コ
ネ
ク
タ

M
1
6

コ
ネ
ク
タ

M
1
2

コ
ネ
ク
タ

M
1
2

コ
ネ
ク
タ

M
2
3

コ
ネ
ク
タ

U
N
2

コ
ネ
ク
タ

U
N
2

コ
ネ
ク
タ

M
2
3

1
茶
色

1
橙
色

1
白
色

A
茶
色

1
白
色

1
白
色

1
茶
色

1
橙
色

1
紫
色

1
紫
色

2
白
色

2
青
色

2
茶
色

C
赤
色
/青
色

2
茶
色

2
茶
色

2
茶
色
/白
色

2
青
色

2
赤
色

2
赤
色

3
青
色

3
白
色
/黒
色

3
緑
色

E
黒
色

3
緑
色

3
緑
色

3
青
色

3
白
色
/黒
色

3
灰
色

3
灰
色

4
黒
色

4
赤
色
/黒
色

4
黄
色

G
ピ
ン
ク

4
黄
色

4
黄
色

4
白
色

4
赤
色
/黒
色

4
赤
色
/青
色

4
赤
色
/青
色

5
灰
色

5
緑
色
/黒
色

5
灰
色

J
緑
色

5
灰
色

5
灰
色

5
緑
色

5
緑
色
/黒
色

5
青
色

5
緑
色

6
橙
色
/黒
色

6
ピ
ン
ク

L
青
色

6
ピ
ン
ク

6
ピ
ン
ク

6
黄
色

6
橙
色
/黒
色

6
緑
色

6
青
色

7
青
色
/黒
色

7
青
色

M
橙
色

7
青
色

7
青
色

7
灰
色

7
赤
色

7
茶
色

7
灰
色
/ピ
ン
ク

8
黒
色
/白
色

8
赤
色

N
灰
色
/茶
色

8
赤
色

8
赤
色

8
ピ
ン
ク

8
緑
色
/黄
色

8
白
色
/緑
色

8
白
色
/緑
色

9
緑
色
/黄
色

O
紫
色

9
橙
色

9
橙
色

9
赤
色

9
黒
色

9
白
色
/黄
色

9
白
色
/黄
色

1
0

赤
色

P
赤
色

1
0

黄
褐
色

1
0

黄
褐
色

1
0
黒
色

1
0

白
色

1
0
白
色
/灰
色

1
0
白
色
/灰
色

1
1

白
色

R
白
色

1
1

黒
色

1
1
紫
色

1
1
黒
色

1
1
黒
色

1
2

黒
色

S
灰
色

1
2

紫
色

1
2
緑
色
/黄
色

1
2
緑
色
/黄
色

1
2
緑
色
/黄
色

T
黄
色

1
3
黄
色
/茶
色

1
3
黄
色
/茶
色

U
黄
褐
色

1
4
茶
色
/緑
色

1
4
茶
色
/緑
色

1
5
白
色

1
5
白
色

1
6
黄
色

1
6
黄
色

1
7
ピ
ン
ク

1
7
ピ
ン
ク

1
8
灰
色
/茶
色

1
8
灰
色
/茶
色

1
9
灰
色
/ピ
ン
ク

1
9
B
ro
w
n

T 
配

線
左

側
 Q

D
右

側
 Q

D

T
#

#
#

#
#

T
配
線
番
号
の
割
当
に
つ
い
て
は
、F
or
tr
es
s社

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ピ
ン

数
コ

ネ
ク

タ

0
0

D
1

5
M
1
2

D
2

1
2

U
N
2

D
3

8
M
1
2

D
6

1
4

M
1
6

D
7

1
0

M
1
2

D
8

1
2

M
1
2

D
9

1
2

M
2
3

E
3

1
0

U
N
2

E
4

1
9

U
N
2

F
2

1
9

M
2
3

手
順

12
b：

ク
イ

ッ
ク

デ
ィ

ス
コ

ネ
ク

ト
・コ

ネ
ク

タ
オ

プ
シ

ョ
ン

コ
ネ
ク
タ
が
な
い
場
合
の
図
- 0
 0

左
側
の

Q
D

 右
側
の

Q
D

34



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 混合容器

用途要件
化学処理プラントの混合容器は、混合された化合物を入れて、最終製品を製造するのに使用されます。これらの容器は、外部からの異物混入に
より、混合容器内で起きている化学反応に影響が出ないよう確保するために密封してあります。ミキサーの内側には、化合物を混合するために
非常に速い速度で作動する一連の刃があります。したがって、こういった化学処理用の機械設備は十分なインターロック機能があり、機械の電
源が遮断され、処理される化合物を混合容器から取り出さない限り、クリーニングおよび / または保守要員が容器の中に入ることはできませ
ん。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、TA2T6X401 ‒ 防爆セ
ーフティスイッチで構成されています。

操作手順
オペレータは、近くの制御パネルを使用して電源を遮断し、混
合容器の中へ入ります。次に、容器のハッチドアを閉じた状態
に保持している密封用留め具すべてのねじを外す必要があり
ます。すべての留め具を取り外したら、オペレータは、ハンドル
を使用して、混合容器のハッチドアを開き、中に入ることがで
きます。ハッチドアを開けると、「TA2T6UX401」防爆セーフ
ティスイッチのロック機構からトングが解除されて、機械の電
源が復旧しないよう確保されます。

防爆セーフティスイッチ



（右側）

（右側）

（左側）

人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 金属板切断ライン

セーフティゲートスイッチ
ソレノイド制御式セーフティゲートスイッチ ソレノイド制御式セーフティスイッチ

用途要件
製鉄工場の金属板切断ラインは、金属板を特定用途向けの形状に切断するのに使用されます。切断工程には、上と下の 2 つの工具で剪断力を
加える工程が含まれます。金属板に加えられた力により、材料は、切断箇所で切断されて下に落ち、分離されます。こういった機械設備は、十分
に防護され、インターロックされているため、機械設備の電源がすべて遮断され、完全に停止するまで、オペレータおよび / または保守要員は
防護領域内に入ることはできません。即時に出入りができる特定の出入り口ドアにはセーフティスイッチが取り付けてあります。切断機が突
然停止して、加工している金属板が危険な状態になると、主要切断領域に入る必要が出てきます。ソレノイド式ゲートスイッチを取り付ける
と、機械が制御された形で停止するため、無駄な金属板が出ないように防止できます。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、以下で構成されています。
TA2T6ST401 - 左側トングのセーフティスイッチ（トング操作式）
TA4T6ST401 ‒ 右側トングのセーフティスイッチ（トング操作式）
TS2T6SL411 ‒ ソレノイド制御式セーフティスイッチ（スライドバー操作式）
TA2T6SL411 ‒ ソレノイド制御式セーフティスイッチ（トング操作式）

操作手順
すぐに出入りできる金属板切断ラインの一部に、オペレータが入る必要がある場合、オペレータは、ヘッド機構からアクチュエータを解除し
て、機械の電源を遮断し、ガードドアを開けます。ドアを開けると、セーフティスイッチ本体の赤の LED が点灯します。アクチュエータをセ
ーフティスイッチのヘッド機構に再度挿入して、ガードドアを閉じてロックするまで、影響を受ける機械部分への電源は復旧しません。

主要切断領域に入る必要がある場合、オペレータは、近くの制御パネルから中に入る要請を行うと、機械の電源が遮断され、機械が完全に停
止するとソレノイドが励磁します。これで、ソレノイド制御式セーフティスイッチの黄色の LED が点灯し、オペレータは、ヘッド機構からス
ライドバーを解除して、防護領域のドアを開けられます。



人と産業を守り、生産性を向上させる

詳しくは

当社の能力

アプリケーション 混合容器

用途要件
化学処理プラントの混合容器は、混合された化合物を入れて、最終製品を製造するのに使用されます。これらの容器は、外部からの異物混入に
より、混合容器内で起きている化学反応に影響が出ないよう確保するために密封してあります。ミキサーの内側には、化合物を混合するために
非常に速い速度で作動する一連の刃があります。したがって、こういった化学処理用の機械設備は十分なインターロック機能があり、機械の電
源が遮断され、処理される化合物を混合容器から取り出さない限り、クリーニングおよび / または保守要員が容器の中に入ることはできませ
ん。

重要項目
フォートレス社のソリューション

フォートレス社のソリューションは、TA2T6X401 ‒ 防爆セ
ーフティスイッチで構成されています。

操作手順
オペレータは、近くの制御パネルを使用して電源を遮断し、混
合容器の中へ入ります。次に、容器のハッチドアを閉じた状態
に保持している密封用留め具すべてのねじを外す必要があり
ます。すべての留め具を取り外したら、オペレータは、ハンドル
を使用して、混合容器のハッチドアを開き、中に入ることがで
きます。ハッチドアを開けると、「TA2T6UX401」防爆セーフ
ティスイッチのロック機構からトングが解除されて、機械の電
源が復旧しないよう確保されます。

防爆セーフティスイッチ



※外観、仕様、価格等は製品改良のため予告なく変更することがあります。

東 京 支 店
北 関 東 支 店
名 古 屋 支 店
大 阪 支 店
広 島 支 店
九 州 支 店

〒170-8462
〒330-6012
〒４6０-００24
〒５32-００11
〒732-0052
〒８０２-０001

東 京 都 豊 島 区 北 大 塚 1 - 1 4 - 3 ( 大 塚 浅 見 ビ ル )
埼玉県さいたま市中央区新都心11-2(ランド・アクシス・タワー)
名 古 屋 市 中 区 正 木 3 - 5 - 2 7 ( 正 木 第 三 ビ ル )
大阪市淀川区西中島５-５-１５（新大阪セントラルタワー）
広島県広島市東区光町1-10-19(日本生命広島光町ビル)
北 九 州 市 小 倉 北 区 浅 野 3 - 8 - １（ A I M ビ ル ）

本社  〒170-8462 東京都豊島区北大塚1-14-3 大塚浅見ビル  商品開発部 03-5961-2153

http://at.azbil.com/ 2013年4月 アズビル商事株式会社とアズビル ロイヤルコントロールズ株式会社は合併し、アズビルトレーディング株式会社に

茨 城 営 業 所
つくば営業所
群 馬 営 業 所
千 葉 営 業 所
神奈川営業所

029-273-8887
029-817-4755
027-310-3381
043-202-0940
046-400-3433

岡 山 営 業 所
鳥 栖 営 業 所

086-460-0050
0942-84-4331

03-5961-2163
048-600-3931
052-380-5693
06-7668-0023
082-568-6181
093-285-3751

新 潟 営 業 所
諏 訪 営 業 所
静 岡 営 業 所
神 戸 営 業 所
兵 庫 営 業 所

025-364-2726
0266-71-1112
054-272-5300
078-341-3581
079-456-1581

170228-1000-1-VF

人と産業を守り、生産性を向上させる

危険が伴う機械設備へ安全な出入りを
確保するモジュール式ゲートスイッチ

詳しくは

人と産業を守り、生産性を向上させる

本　社	〒105-0014	 東京都港区芝 3-23-1	セレスティン芝三井ビルディング	8階	 03-4233-7853
https://at.azbil.com/

※外観、仕様、価格等は製品改良のため予告なく変更することがあります。

東 京 支 店 	03-4233-7863
北関東支店	 048-600-3931
名古屋支店	 052-218-5080
大 阪 支 店 	06-7668-0023
広 島 支 店 	082-568-6181
九 州 支 店	 093-285-3751

つくば営業所	029-817-4755
群馬営業所 	027-310-3381
千葉営業所 	043-246-6652
神奈川営業所	046-400-3433
諏訪営業所 	0266-71-1112

静岡営業所 	054-272-5300
神戸営業所 	078-341-3581
兵庫営業所 	079-456-1581
岡山営業所 	086-460-0050
鳥栖営業所 	0942-84-4331

230508-0000-1-AT

本　社	〒105-0014	 東京都港区芝 3-23-1	セレスティン芝三井ビルディング	8階	 03-4233-7853
https://at.azbil.com/

※外観、仕様、価格等は製品改良のため予告なく変更することがあります。

東 京 支 店 	03-4233-7863
北関東支店	 048-600-3931
名古屋支店	 052-218-5080
大 阪 支 店 	06-7668-0023
広 島 支 店 	082-568-6181
九 州 支 店	 093-777-0431

福島営業所 	024-927-0530
つくば営業所	029-817-4755
群馬営業所 	027-310-3381
千葉営業所 	043-246-6652
神奈川営業所	046-400-3433
諏訪営業所 	0266-71-1112

静岡営業所 	054-272-5300
神戸営業所 	078-341-3581
兵庫営業所 	079-456-1581
岡山営業所 	086-460-0050
鳥栖営業所 	0942-84-4331

241015-0000-1-AT


